
富士砂防事務所では、「富士山の日」に富士市開催の「なんでも富士山2013」で、富士山の自然・文化・
災害の歴史などのパネルを展示、土石流模型実験装置により土砂災害防止の大切さを広報、床には赤色立体
図を広げ富士山の地形や火山について展示を行いました。
また、富士宮市が開催する各種関連事業に協力して、パネルの展示を行いました。

会場：ふじさんめっせ（入場者：10,262名）

１4

「ふじあざみ」に掲載して
いる内容・データ等は、現
時点までに得ている調査結
果を基本にしています。
今後の調査等の進展によ

り、内容の一部または全部
に変更が生じる場合もあり
ます。

富士砂防事務所では、砂防・地すべり対策事業等への一層の理解を深めていただくため、地域行事への参加や、
公共団体等より依頼を受けて、現地見学会・出前講座などを実施しています。
平成24年４月～平成25年３月までに、63回2,000名を超える皆様が富士砂防事務所、大沢扇状地,由比地すべ

り地区を訪れ、砂防・地すべり対策事業等についての理解を深めていただきました。

平成25年2月24日㈰、富士宮市、富士宮市教育委員会が主催し、富士砂防事
務所が後援する「第17回 富士山への手紙・絵コンクール」の表彰式が、富士宮
市民文化会館で開催されました。
コンクールには、全国及び海外から応募いただいており、今年は手紙と絵あ

わせて9,824点の応募がありました。表彰式では、手紙部門・絵部門それぞれ
の受賞者に表彰状が送られました。

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。

国土交通省中部地方整備局　富士砂防事務所

その他の取り組み

富士山総合学習及び現地見学会等結果報告

各部門の表彰風景

発行

国土交通省中部地方整備局

富士砂防事務所

静岡県富士宮市三園平1100

電話 0544-27-5221

http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/

平成25年３月29日　第85号

■富士宮砂防出張所
〒418-0103 静岡県富士宮市上井出1321-9
TEL 0544‐54‐0236
■由比出張所
〒421-3211 静岡県静岡市清水区蒲原新田２丁目16-8
 （旧静岡市清水区役所蒲原支所議会棟）
TEL 054‐389‐1202

〒418-0004 静岡県富士宮市三園平1100
TEL ０５４４‐２７‐５３８７
担当／調査・品質確保課 鈴木、齊藤まで
インターネット　http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/
Ｅ－ｍａｉｌ　fujisabo＠cbr.mlit.go.jp

出前講座（不法占用対策）　静岡県庁・静岡県職員
12月11日

出前講座

富士土木事務所　大沢扇状地・岩樋
2月1日

藤枝市建設技術協会　由比地すべり対策現場
1月25日・2月1日

表彰式会場風景

富士宮市長より
　　手紙部門　小学生　低学年

審査委員長より
　　手紙部門　小学生　高学年

富士宮市教育長より
　　手紙部門　中学生

富士砂防事務所長より
　　絵部門　中学生

現地見学会 富士山の日 各種イベントを開催

特集（シリーズ構成資産）

平成24年度 富士山への手紙・絵コンクール表彰式を開催平成24年度 富士山への手紙・絵コンクール表彰式を開催

第２回 静岡県　世界文化遺産登録を目指している富士山の構成資産を紹介
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顕著な普遍的価値
を有する区域

資産の効果的な保
全を目的として、
資産の周辺に設定
した区域

資産及び緩衝地域
の外側に設定し
た、自主的な管理
に努める区域

構成資産分布図
構成資産

凡　例

緩衝地帯

保全管理区域

構成要素

富士山を浅間大神として祀ったことを起源とする神社が浅間神社であり、
富士山本宮浅間大社はその総本宮です。社伝によれば、山宮から現在地
に遷されました。９世紀ごろから信仰を集め、特に徳川家康の保護を受け
て現在の社殿が造営されました。また、家康の寄進をきっかけに富士山八
合目以上を御神体として管理しています。境内には富士山の湧水である「湧
玉池」があり、かつては道者がここで登山前の水垢離を行いました。

富士山本宮浅間大社を起点とし、村山浅間神社を経て山頂南
側に至る登山道です。富士山では12世紀前半から中ごろにかけ
ての末代上人の活動をきっかけに登山が開始されたと考えられ
ています。その後、一般人の富士登拝も開始され、その様子は
16世紀の作とされる『絹本著色富士曼荼羅図』に描かれています。
資産の範囲は現在の富士宮口登山道の六合目以上です。

富士山本宮浅間大社の社伝によれば、富士山本宮浅間大社の
前身で、日本武尊が創建したとされています。
本殿に当たる場所に建物がなく、富士山を望む遥拝所を設け
るという独特な形態は、噴火を鎮めるために山を遥拝していた
古代の富士山祭祀の形をとどめていると推定されています。
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まつ だい しょう にん

けん ぽん ちゃくしょく ふ じ まん だ ら ず

やま

やまとたけるのみこと
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やま

いえがわとく やす

みず ご り

わく

たま いけ

みや

大宮・村山口登山道（富士宮市）
（現在の富士宮口登山道）

国民会議中曽根会長（中央）と川勝静岡県知事（右）、横内山梨県知事（左）

富士山本宮浅間大社（富士宮市）

山宮浅間神社（富士宮市） トピックス
「富士山の日フェスタ2013inTOKYO」を開催しました。

富士山を
世界文化遺産に

静岡県文化・観光部　
世界遺産推進課

〒420-8601 静岡県静岡市葵区9-6　静岡県文化・観光部世界遺産推進課
電話：054-221-3746　FAX：054-221-2827　E-mail：sekai＠pref.shizuoka.lg.jp
ホームページ　URL：http://www.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-120/index.html

世界文化遺産の登録を目指してい
る富士山の構成資産等を、数回にわ
たり順次紹介していきます。
今回は、静岡県側の構成資産等に
ついて紹介します。

問い合わせ先

本年６月の世界遺産委員会における登録の審議が目前に迫る
中、静岡・山梨両県が「富士山の日」と定めている２月23日に、静岡・
山梨両県及び認定NPO法人富士山を世界遺産にする国民会議が
連携して、東京都内で「富士山の日フェスタ2013inTOKYO」を
開催し、登録へ向けた一層の機運醸成を図るとともに、富士山の
世界文化遺産登録に向けた国民運動を全国に発信しました。

富士山の日特集富士山の日特集 富士宮市富士宮市

富士山のパネルを使用し、実験の説明をしました。

参加者：34名　　会場：富士山環境交流プラザ

会場：富士山環境交流プラザ及び周辺
 ※現地では10数種の野鳥を観察
 　しました。

参加者：45名

講　師：日本野鳥の会
　　　　南富士支部
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富士山の鳥パネルを展示。出発前に事前確認をしました。
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市民文化会館で開催されました。
コンクールには、全国及び海外から応募いただいており、今年は手紙と絵あ

わせて9,824点の応募がありました。表彰式では、手紙部門・絵部門それぞれ
の受賞者に表彰状が送られました。

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。

国土交通省中部地方整備局　富士砂防事務所

その他の取り組み

富士山総合学習及び現地見学会等結果報告

各部門の表彰風景

発行

国土交通省中部地方整備局

富士砂防事務所

静岡県富士宮市三園平1100

電話 0544-27-5221

http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/

平成25年３月29日　第85号

■富士宮砂防出張所
〒418-0103 静岡県富士宮市上井出1321-9
TEL 0544‐54‐0236
■由比出張所
〒421-3211 静岡県静岡市清水区蒲原新田２丁目16-8
 （旧静岡市清水区役所蒲原支所議会棟）
TEL 054‐389‐1202

〒418-0004 静岡県富士宮市三園平1100
TEL ０５４４‐２７‐５３８７
担当／調査・品質確保課 鈴木、齊藤まで
インターネット　http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/
Ｅ－ｍａｉｌ　fujisabo＠cbr.mlit.go.jp

出前講座（不法占用対策）　静岡県庁・静岡県職員
12月11日

出前講座

富士土木事務所　大沢扇状地・岩樋
2月1日

藤枝市建設技術協会　由比地すべり対策現場
1月25日・2月1日

表彰式会場風景

富士宮市長より
　　手紙部門　小学生　低学年

審査委員長より
　　手紙部門　小学生　高学年

富士宮市教育長より
　　手紙部門　中学生

富士砂防事務所長より
　　絵部門　中学生

現地見学会 富士山の日 各種イベントを開催

特集（シリーズ構成資産）

平成24年度 富士山への手紙・絵コンクール表彰式を開催平成24年度 富士山への手紙・絵コンクール表彰式を開催

第２回 静岡県　世界文化遺産登録を目指している富士山の構成資産を紹介


